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１ 概要① ～位置～

筑波学園研究都市
（つくば市）

茨城県
埼玉県

柏市

●人口

390 219人
さいたま新都心
（さいたま市）

柏市390,219人
(平成20年4月現在)

新東京国際空港
（成田市）

旧沼南町

●面積

１１４ ９㎢ 東京都

東京都心部 幕張新都心
千葉港（千葉市）

１１４．９㎢

千葉県
千葉港（千葉市）

●中核市
(平成20年4月移行)
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神奈川県



１ 概要② ～合併と中核市移行～

平成１７年３月 沼南町と合併
・市域の拡大
７２ ９ ㎞2 ⇒ １１４ ９ ㎞2

旧柏区域

７２．９ ㎞2 ⇒ １１４．９ ㎞2

・市街化調整区域の拡大

２５ ５ ㎞2 ⇒ ６１ ３ ㎞2２５．５ ㎞2  ⇒ ６１．３ ㎞2

（35％） （53％）

平成２０年４月 中核市移行

3旧沼南区域

１ 概要③ ～交通網～

つくばエクスプレス
平成17年8月開業

柏たなか

柏 Ｉ．Ｃ．

柏の葉キャンパス
常磐自動車道

６

北柏豊四季

南柏

柏

JR常磐線

６

新柏

増尾

南柏
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増尾

逆井

高柳

4東武野田線



２ 柏市地球温暖化対策条例①
～経緯～

平成１７年２月 京都議定書の発効を機に 条例制平成１７年２月 京都議定書の発効を機に，条例制
定を検討

本条例の骨子は かしわ環境ステーション運営協議本条例の骨子は，かしわ環境ステ ション運営協議
会(市民，学識者で構成）に検討依頼

かしわ環境ステーションからの提言をもとにタウン
グミーティング

平成１９年１月に環境審議

会から答申 ３月に市議会会から答申，３月に市議会

の議決を経て，平成１９年

３月２６日に制定３月２６日に制定
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２ 柏市地球温暖化対策条例②
～構成～

第３条 基本理念
①自然エネルギー，資源の有効利用 ②省エネルギー
③３Ｒによる資源循環型社会 ④緑の保全
第 条 削減目標第４条 削減目標
①平成20年から24年の温室効果ガス排出量の年平均値を平成2年比で6％以
上削減(京都議定書と同様の目標)
②平成27年度の温室効果ガス排出量を 平成12年度比で10％以上削減

取り組むために市民・事業者は市は

②平成27年度の温室効果ガス排出量を,平成12年度比で10％以上削減

第１０～１３条
・表彰制度

第５条 市民等の責務
・自ら又は協働した取組

第６条 市の責務
・地域での対策 表彰制度

・協働，連携
・支援
・情報提供
学習の機会など

自ら又は協働した取組
第８条 削減計画（義務）
・一定の排出者に義務
第９条 配慮計画（義務）

定 開発事業に義務

・地域での対策
・市役所での率先対策
第７条 対策計画
・地域推進計画の策定
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・学習の機会など・一定の開発事業に義務



２ 柏市地球温暖化対策条例③

（基本理念）
～理念～

第３条 地球温暖化対策の基本理念は，次の各号に掲げるとおりとする。
(1) 今を生きている私たちが便利さ及び快適さを追求した結果として，大量の
温室効果ガスの排出をし続けることが地球温暖化の一因であるとの基本的な認
識に立つものであること識に立つものであること。
(2) 気候変動に関する国際連合枠組条約の京都議定書（以下「京都議定書」と
いう。）が発効した今，本市における地球温暖化対策の推進に当たっては，市
民等及び本市が協働して実践し，本市の良好な環境を将来の世代に引き継ぐも

あのであること。
(3) 温室効果ガスの排出の抑制をするため，自然エネルギーその他多様なエネ
ルギー及び資源の効率的な活用等に配意する持続可能なまちづくりに寄与する
ものであることものであること。
(4) 温室効果ガスの排出を削減するため，省エネルギーの推進を図るものであ
ること。
(5) 温室効果ガスの排出を削減するため，廃棄物の発生抑制，再使用，再生利
用等を推進し 資源循環型社会 構築に資するも ある と用等を推進し，資源循環型社会の構築に資するものであること。
(6) 温室効果ガスの吸収作用を高めるため，柏市緑を守り育てる条例（平成７
年柏市条例第２３号）に基づく施策との連携を図り，かつ，手賀沼及び河川の
浄化に配意した緑の保全及び創造を推進するものであること。
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浄化に配意した緑の保全及び創造を推進するものであること。

２ 柏市地球温暖化対策条例④

＜市＞

～事業者対策～

＜市＞
・総合的・計画的に推進するための地球温暖化対策計画を策定･実施

＜事業者＞事業者
・その１ 削減計画
ＣＯ２排出削減計画を策定し，実施すること
対象者 ＣＯ２排出量１ ５００トン以上／年の事業者対象者：ＣＯ２排出量１，５００トン以上／年の事業者

(工場，商業施設，大学等）

・その２ 配慮計画
面的整備を行う際の温暖化対策を主眼とする環境配慮計画を策定し，
実施すること
対象事業
①開発行為(３，０００㎡以上)
②土地区画整理事業
③市街地再開発事業
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③市街地再開発事業
④大規模小売店舗の新設(４，０００㎡以上)



３ 柏市地球温暖化対策計画①
～目標～目標
＜柏市地球温暖化対策条例第７条を根拠として＞

目標年次 基準年次 目標値

条条
例

４

短期

前期

Ｈ２０～Ｈ２４

（２００８～２０１２）

Ｈ２年度

（１９９０）
6％以上

４
条 短期

後期

Ｈ２７年度

（２０１５）

Ｈ１２年度

（２０００）
10％以上

後期 （ ） （ ）

計
画 中期

Ｈ４２年度

（２０３０）

Ｈ１２年度

（２０００）
25％以上

★ポイント；条例の目標に中期の目標を計画で追加

画 （２０３０） （２０００）
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３ 柏市地球温暖化対策計画②
★中期での大幅な削減に
向けては、まちづくり
での対策が重要

必要削減量
474千tCO2

必要削減量
359千tCO

必要削減量
863千tCO2

～必要削減量～
での対策が重要

3,000,000

C
O
2
]

474千tCO2 359千tCO2 863千tCO2

2,000,000

2,500,000

排
出
量
 [
tC

2000
年度比
10%

2000
年度比
25%削減

1990
年度比

1,000,000

1,500,000

効
果
ガ
ス
排

2,012
千tCO2

2,077
千tCO2

1,731
千tCO2

10%
削減

25%削減年
6%
削減

0

500,000温
室 2,140

千tCO2
2,308
千tCO2

2,378
千tCO2

2,486
千tCO2

2,436
千tCO2

2,594
千tCO2

H2
(1990)

H12
(2000)

H16
(2004)

H22
(2010)

目標
H22
(2010)

H27
(2015)

目標
H27
(2015)

H42
(2030)

目標
H42
(2030)
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図　温室効果ガス排出量の推移及び将来目標値

年度



４ まちづくりと温暖化対策①まち くり 温暖化対策①
～柏の葉国際キャンパスタウン構想～

11

４ まちづくりと温暖化対策②まち くり 温暖化対策②
～柏の葉国際キャンパスタウン構想～

◆検討の経緯◆検討の経緯

平成18年度から、柏市・千葉県・千葉大学・東京大学の度 、柏市 葉県 葉 東京
4者共同事業として検討し，平成１９年度に策定。

◆柏の葉国際キャンパスタウンとは◆柏 葉国際キャン タウン は

公・民・学が連携し、キャンパスとまちが融和した創造
的環境の中で、最先端の知・産業・文化が育まれる「国
際学術研究都市」

優れた自然環境と共生し、健康で高質の居住・就業環
境が実現される持続性の高い「次世代環境都市」
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４ まちづくりと温暖化対策③
～柏の葉国際キャンパスタウン構想～

◆構想の概要・目標

構想では、具体的な都市づくりに取り組むため、環境・産業・国際・
交通等に関する8つの目標を定めている。これらの目標には、大学や
民間等の先進的な発想を取り入れた重点施策を盛り込み 未来に向民間等の先進的な発想を取り入れた重点施策を盛り込み、未来に向
けたまちづくりのビジョンとなっている。

目標1 環境と共生する田園都市づくり目標1 環境と共生する田園都市づくり
目標2 創造的な産業空間と文化空間の醸成
目標3 国際的な学術空間と教育空間の形成

ブ

＜数値目標＞

目標4 サスティナブルな移動交通システム
目標5 キャンパスリンクによる柏の葉スタイル

の創出

街区の緑化率
２５％

目標6 エリアマネジメントの実施
目標7 質の高い都市空間のデザイン
目標8 イノベーション・フィールド都市

ＣＯ２削減
３５％
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目標8 イノ ション フィ ルド都市

５ 都市計画と温暖化対策①
～都市計画マスタープラン（策定中）における都市計画マスタ プラン（策定中）における

持続可能な省ＣＯ２まちづくり～

１ 都市づくりの理念 目標１． 都市づくりの理念・目標

・市街地拡大型から成熟型都市づくりへの転換

地域自らが進める課題解決型まちづくり・地域自らが進める課題解決型まちづくり

が求められていることから

◇都市づくりの理念

『環境想造都市 柏』『環境想造都市 柏』

◇都市づくりの目標◇都市づくりの目標

①コンパクトな都市

②持続可能（サスティナブル）な都市
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②持続 能（ ） 都市

③活力（アクティブ）あるまち とする。



５ 都市計画と温暖化対策②
～都市計画マスタープラン（策定中）における

２ 都市づくりの指針

都市計画マスタ プラン（策定中）における
持続可能な省ＣＯ２まちづくり～

２．都市づくりの指針
理念・目標を実現するための基本的な方針

① 低炭素型都市づくり
② 次世代型まちづくり

①低炭素型都市づくり
中核市の中で最も地球環境に配慮した都市環境レベルによる低・中核市の中で最も地球環境に配慮した都市環境レベルによる低
炭素型の都市構造の形成を目標とし、地球環境問題の視点から
都市全体のマネジメントを目指します。

・地球温暖化対策を総合的に実施するためのアクションエリア・地球温暖化対策を総合的に実施するためのアクションエリア
（環境先進地区）を設け、地球環境へ対応する柏市の基準を明
確にし、低炭素型都市構造への転換を図ります。
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６ 低炭素型都市づくり計画①６ 低炭素型都市づくり計画①
～枠組み～

次のような枠組みを設定し，該当する各主体に対してそれぞれの枠組みに応じた
対策を要請する。

まちづくりのイメージ ＜枠組み＞

★アクションエリア
→まちづくりの機運の高いエリアで面
的に省ＣＯ２対策を実行する

＜枠組み＞

的に省Ｃ 対策を実行する

★開発事業者の環境配慮制度
→一定規模以上の開発行為に対して配→ 定規模以上の開発行為に対して配
慮を要請する

建築物 境★建築物環境配慮評価制度
（ＣＡＳＢＥＥ柏）

→個別開発において任意に自らの環境
配慮の取組みを評価し認証を得る
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配慮の取組みを評価し認証を得る



６ 低炭素型都市づくり計画②６ 低炭素型都市づくり計画②
～アクションエリア～

◆アクションエリアの指定の考え方

低炭素まちづくりアクションエリアとしては 新規市低炭素まちづくりアクションエリアとしては，新規市
街地開発や再開発などが行われ，かつ，まちづくりの気
運の高いエリアを指定する。エリア内では、ＣＯ２排出
量 削減対策を事業者 地権者 自治体等 関係者が共量の削減対策を事業者，地権者，自治体等の関係者が共
同で実施して行くことになる。

◆アクションエリア指定第１号

柏の葉キャンパスタウン構想の実現に向けて，環境配柏の葉キャン スタウン構想の実現に向けて，環境配
慮のまちづくりが進められている柏の葉キャンパス駅前
の地区をアクションエリアの第１号として指定した。
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６ 低炭素型都市づくり計画③
～アクションエリアの指定第１号～

指定年月日 平成２０年１２月９日

低炭素まちづくり事業の名称 柏の葉・街エコ推進協議会

事業の実施予定期間 平成２０年１２月～平成２３年３月

低炭素まちづくり事業者の氏名等

三井不動産株式会社

三井不動産ﾚｼﾞﾃﾞﾝｼｬﾙ株式会社三井不動産ﾚｼ ﾃ ﾝｼｬﾙ株式会社

株式会社京葉銀行

東葛辻仲病院

地区の名称 柏北部中央地区土地区画整理事業１４７･１４８街区地区の名称 柏北部中央地区土地区画整理事業１４７ １４８街区

地区の総面積 ７．４万㎡（ 147街区3.2万㎡ 148街区4.2万㎡）

低炭素まちづくりの方針の概要

柏の葉国際キャンパスタウン構想に基づき 低炭素社会モデルとな柏の葉国際キャンパスタウン構想に基づき，低炭素社会モデルとな
る，緑地ネットワークの保全，最先端の環境技術を取り入れた建築設
計，市民，企業の環境行動の促進等により，2030年にＣＯ２の３５％
削減を目指す。
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削減を目指す。



６ 低炭素型都市づくり計画④
～アクションエリアの指定第１号～

柏の葉キャンパス駅隣接の１４７，１４８街区は，省ＣＯ２のまちとして，業務系・住居系の利用が図柏の葉キャン ス駅隣接の ， 街区は，省 のまちとして，業務系 住居系の利用が図
られる。

19

６ 低炭素型都市づくり計画⑤

今後の指定を検討しているアクションエリアは次のとおり

～アクションエリアの今後の指定～

今後の指定を検討しているアクションエリアは次のとおり。

①新規開発地区
ニュータウン建設や団地再生等の大規模宅地開発の機会を捉え，Ｃュ タウン建設や団地再生等の大規模宅地開発の機会を捉え，Ｃ
Ｏ２の大幅な削減を見込める対策をエリア全体又は個別建物で導入
するもので，つくばエクスプレス沿線の駅周辺，既存団地等のエリ
ア指定を検討する。

②都市機能集積地区
再開発や市街地再生等の機会を捉え，業務用施設等のＣＯ２排出量
の多いエリアにおいて，ＣＯ２の大幅な削減を見込める対策を導入の多い リアにおいて，ＣＯ２の大幅な削減を見込める対策を導入
するもので，柏駅周辺の市街地のエリア指定を検討する。

③都市エネルギー活用可能地区
大学 病院 福祉施設等の公的な大規模施設や供給処理等都市施設大学・病院・福祉施設等の公的な大規模施設や供給処理等都市施設
の更新の機会を捉え，未利用エネルギーや再生可能エネルギーの活
用をその施設で十分行うとともに，面的に広げて行くことが可能な
エリアにおいて，エリア内のＣＯ２削減を図るもので，柏市公設市
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リアにお て， リア内 ＣＯ２削減を図るも で，柏市公設市
場移転事業のエリア指定を検討する。



６ 低炭素型都市づくり計画⑥
～開発事業者の環境配慮制度；現状と課題～

◆現状◆現状
柏市地球温暖化対策条例により，開発事業者等は，事
業の実施前に環境配慮計画書を作成し，提出することが
義務付けられており 平成１９年１０月から施行してい義務付けられており，平成１９年１０月から施行してい
る。
現在，６件の開発事業が提出，柏市のＨＰで公表

◆課題
実際の運用にあたっては、どのような対策が必要か，
可能か その効果は 実効性の担保は 費用の負担者は可能か，その効果は、実効性の担保は，費用の負担者は、
といった点の具体化に課題が残されている。このような
課題解決に向けて，開発事業者等に対して，どのような
ＣＯ２削減対策を誘導し その削減効果などについて整ＣＯ２削減対策を誘導し，その削減効果などについて整
理したガイドラインを作成し，開発事業者等に提示する
必要がある。また，提出された計画書の評価をどうする
のかその評価基準を検討することも必要である
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のかその評価基準を検討することも必要である。

６ 低炭素型都市づくり計画⑦６ 低炭素型都市づくり計画⑦
～建築物環境配慮評価制度(ＣＡＳＢＥＥ)の概要～

国土交通省が推進している，建築物の環境配慮効率の評価指標で
あるＣＡＳＢＥＥの中から，環境，安全・安心のテーマに関する
評価項目を抽出し それらに市が推奨している関連施策を加え評価項目を抽出し，それらに市が推奨している関連施策を加え，
柏市環境配慮重点項目とした。

アクションエリアや開発事業の配慮制度以外の個別の住宅等建築
物の新設と更新を対象物の新設と更新を対象

個別建築物等において任意に自らの環境配慮の取組みを評価し認
証を得る証 得

柏版ＣＡＳＢＥＥの構築

評価のポイント；省ＣＯ２，緑化，安全，景観など

ＣＡＳＢＥＥ柏の効果的な活用

活用のための制度化の検討（条例など）
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６ 低炭素型都市づくり計画⑧６ 低炭素型都市づくり計画⑧
～ＣＡＳＢＥＥ柏の評価内容～

柏市環境配慮重点項目

（柏市の誘導施策をパッケージ化）

環境負荷の低減

柏市環境配慮重点項目

（柏市の誘導施策をパッケージ化）

環境負荷の低減

CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）
建物の環境品質（Q）

環境負荷（L）
建物の環境効率（BEE）＝

環境負荷の低減
①建築物の省エネルギー化

②新エネルギー等の導入

③廃棄物の抑制・リサイクル

環境負荷の低減
①建築物の省エネルギー化

②新エネルギー等の導入

③廃棄物の抑制・リサイクル

環境負荷（L）
BEEを5段階の格付け
★★★★★ 素晴らしい
★★★★ 大変良い

良

★★★以上を目
指しましょう。

環境の魅力の創出

①緑の創出 ②水環境の創出 ②景観の形成

安全・安心な居住環境

環境の魅力の創出

①緑の創出 ②水環境の創出 ②景観の形成

安全・安心な居住環境

★★★ 良い
★★ やや劣る
★ 劣る
ライフサイクルCO２排出率

環境，安全・安心

①バリアフリー ②防犯・防災対策 ③健康①バリアフリー ②防犯・防災対策 ③健康

ライフサイクルCO２排出率
一般的な建物（１００％とする）に比べ、
どの程度CO2排出量が減らせるか評価します。

。
９０％以下を目指しましょう
。

以上を目指しましょう。
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６ 低炭素型都市づくり計画⑨
ＣＡＳＢＥＥ柏の評価重点項目（案）～ＣＡＳＢＥＥ柏の評価重点項目（案）～

環境，安全・安心の重点項目に関連したＣＡＳＢＥＥの評価をベースに，柏市独自の評価項目を加え，柏市環境
配慮重点項目として評価。（赤字：柏市独自の評価項目）

重点項目 

大 中 小 

評価項目 

基本性能 断熱・気密性能の確保 

夏の暑さを防ぐ 日射の調整機能 

明るさ 昼光の利用

建 築 物

の 省 エ

ネ ル ギ

環境負

荷の低

減

重要項目 

大 中 小 

採点項目 

緑の創出 緑化 生垣等の設置 

節水 節水型設備，雨水利用 水 環 境 の

創出

環 境 の 魅

力の創出 

明るさ 昼光の利用

建物の工夫で省エネ 建物の熱負荷抑制， 

自然エネルギー利用 

暖房設備，冷房設備，給湯設

備 浴槽の断熱 給湯配管

設備の性能で省エネ 

ネ ル ギ

ー化 

減 創出 

雨水排水抑制，還元 雨水浸透ます等の設置 

景 観 の 形

成 

まちなみ・景観への配慮 まちなみ・景観への配慮 

機 性 対応安 安全備，浴槽の断熱，給湯配管

照明・家電・厨房機器 

換気設備 

維持管理と運用の工

夫

住まい方の提示， 

エネルギ の管理と抑制

バ リ ア フ

リー 

機能性 バリアフリー対応 

地域の安全・安心  

犯罪の防止 防犯性能（動線，住宅部） 

防犯・防災

対策 

安心・安全

な 居 住 環

境 

夫 エネルギーの管理と抑制 

新 エ ネ

ル ギ ー

等 の 導

入 

エネルギー利用効率

化設備 

家庭用コージェネレーションシ

ステム，太陽光発電システ

ム， 

 

長寿命に対する基本性

能 

自然災害に耐える，火災に備える

造，火災の早期 

健康 健康と安全・安心 化学汚染物質の対策，適切な換気

 

 

省資源，廃棄物抑制

に役立つ材料の採用 

構造躯体，地盤補強材，地

業・基礎，外装材，内装材，

外構材 

生産・施工段階にお 生産段階，施行段階，

廃 棄 物

の 抑

制・リサ

イクル

24

生産 施工段階にお

ける廃棄物削減 

生産段階，施行段階，イクル 

リサイクルの促進 使用材料の情報提供，生ゴミ

再生利用の促進 

 



６ 低炭素都市づくり計画⑩
～その他の手法；公的土地処分時の省ＣＯ２の要請～

公的な土地処分における事業者公募時に 応募事業者に対して省ＣＯ２に関す公的な土地処分における事業者公募時に、応募事業者に対して省ＣＯ２に関す

る配慮を求める。

求める目標水準；温暖化対策を十分に実施しない場合に比べて、ＣＯ２排出量

を３５%以上削減すること（柏の葉キャンパスタウン構想エリア)を３５%以上削減すること（柏の葉キャンパスタウン構想エリア)

事業者への記載要求項目

（１）街区における消費エネルギー削減率及びＣＯ２削減率

策

（１）街区における消費エネルギー削減率及びＣＯ２削減率

策Ａ．温暖化対策を十分に実施しなかった場合の

・「標準消費エネルギー量」

・「標準ＣＯ２排出量」

Ａ．温暖化対策を十分に実施しなかった場合の

・「標準消費エネルギー量」

・「標準ＣＯ２排出量」

Ｂ．温暖化対策を十分に実施した場合の

・「提案システム導入による消費エネルギー量」

・「提案システム導入によるＣＯ２排出量」

Ｂ．温暖化対策を十分に実施した場合の

・「提案システム導入による消費エネルギー量」

・「提案システム導入によるＣＯ２排出量」
（２）街区における主な対策及び検討予定（２）街区における主な対策及び検討予定

Ｃ．上記ＡとＢを比較した場合の

・「消費エネルギー削減率」

・「ＣＯ２削減率」

Ｃ．上記ＡとＢを比較した場合の

・「消費エネルギー削減率」

・「ＣＯ２削減率」

（２）街区における主な対策及び検討予定

・省ＣＯ２型設備に関する対策

・住宅省エネ性能に関する対策

・新エネルギーの利用の検討

（２）街区における主な対策及び検討予定

・省ＣＯ２型設備に関する対策

・住宅省エネ性能に関する対策

・新エネルギーの利用の検討
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新エネルギ の利用の検討

・代替措置の検討

新エネルギ の利用の検討

・代替措置の検討

７ おわりにおわり
～低炭素型都市の実現にむけて～

各 連携各手法の連携

低炭素都市づくりの実現にむけ、具体的なまちづくり事業の中で、こ

こまでに紹介した各手法を連携して 実施していくことが重要であるこまでに紹介した各手法を連携して、実施していくことが重要である。

様々な主体の協働様々な主体の協働
市民・民間事業者・行政（市、県等）の協働により低炭素都市づく
りの実現することが重要。
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